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第　　　　　　　    号

　今
きょう
日、タクシーに乗

の
ったら、とても話

はな
し好

ず
きな運

うん
転
てん

手
しゅ
だった。いろいろと話

はな
しかけてくる。その途

と
中
ちゅう
で道

どう

路
ろ
のことになった。

　「ああ、あの道
みち
ですね。ヒルキンに、よく通

とお
りまし

たよ」と運
うん
転
てん
手
しゅ
。

　「うん？」、一
いっ
瞬
しゅん
私
わたし
は彼

かれ
が何

なに
をいっているのか、理

り
解
かい

できなかった。とくに「ヒルキン」とは。仕
し
方
かた
ない。

聞
き
き返

かえ
してみた。「何

なに
？」

　「今
いま
はヤキンですが、ヒルキンは道

みち
が混

こ
んでますか

らね」

　それでやっと話
はなし
が通

つう
じた。「昼

ひる
勤
きん
」と彼

かれ
は言

い
ってい

るのである。交
こう
代
たい
制
せい
で昼

ひる
間
ま
の勤

きん
務
む
と夜

や
間
かん
の勤

きん
務
む
とがあ

るらしい。それにしてもことばのルールから言
い
えば、

ヤキンの反
はん
対
たい
はチュウキンのはずだ。会

かい
話
わ
ことばでは

夜
や
間
かん
に対

たい
して昼

ひる
間
ま
が対

たい
応
おう
するから、このように整

ととの
わな

いことになった。

　当
とう
事
じ
者
しゃ
には何

なん
の疑

ぎ
問
もん
もおこらないのだろうが、部

ぶ
外
がい

者
しゃ
にはなかなかむつかしい。

　じつは同
おな
じ経

けい
験
けん
をつい先

せん
日
じつ
もした。一

ひと
人
り
の事

じ
務
む
職
しょく
員
いん

が「私
わたし
もチコーホーにひっかかったことがあります」

と言
い
った。

　さあ、私
わたし
には「チコーホー」がわからない。いや、

わからない前
まえ
に聞

き
きとれない。はたして「チコーホー」

といったのか「チョコ棒
ぼう
」といったのか、直

ちょく
法
ほう
？地

ち
合
ごう

法
ほう
？と頭

あたま
の中

なか
でことばがぐるぐる回

かい
転
てん
する。

　「え、何
なん
ですって」と聞

き
き返

かえ
して「地

ち
方
ほう
公
こう
務
む
員
いん
法
ほう
」

のことだとやっとわかった。

　こうしたことばは、いわばそれぞれの仕
し
事
ごと
世
せ
界
かい
の方

ほう

言
げん
といっていい。それを共

きょう
通
つう
語
ご
と誤

ご
解
かい
することが、人

にん

間
げん
には起

お
こりがちなのだ。

　しかし私
わたし
は、これを仕

し
方
かた
ないとは考

かんが
えない。ことば

は相
あい
手
て
に受

う
け取

と
られて初

はじ
めて存

そん
在
ざい
したことになるので

あって、口
くち
にすればもう自

じ
明
めい
のこととしてことばが存

そん

在
ざい
するわけではない。考

かんが
えてみれば、勝

かっ
手
て
にしゃべっ

ているだけで、まったく相
あい
手
て
に伝

つた
わっていない、「死

し

骸
がい
ことば」の、何

なん
と多

おお
いことか。

　それでは一
いっ
体
たい
、何

なに
がことばを死

し
骸
がい
でなくするのか。

たった一
ひと
つ、相

あい
手
て
への思

おも
いやりだと私

わたし
は思

おも
う。わかっ

てもらえるかどうか、相
あい
手
て
の事

じ
情
じょう
を十

じゅう
分
ぶん
思
おも
いやったこ

とばは、わかりやすい。すぐ受
う
け取

と
ってもらえる。や

さしいことばだ。反
はん
対
たい
に、自

じ
分
ぶん
勝
かっ
手
て
に決

き
め込

こ
んだこと

ばは、暴
ぼう
力
りょく
的
てき
なことばだ。あらゆる場

ば
合
あい
に、ことばを

成
な
り立

た
たせる条

じょう
件
けん
は、たった一

ひと
つ、思

おも
いやりなのである。

1

思
おも
いやり

中
なか
西
にし
　進

すすむ

（国
こく
文
ぶん
学
がく
者
しゃ
・京

きょう
都
と
市
し
立
りつ
芸
げい
術
じゅつ
大
だい
学
がく
学
がく
長
ちょう
）
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※「日本語・日本語教育を研究する」と「海外日本語教育レポート」は休載します。 

中西　進〈なかにし　すすむ〉

国文学者。京都市立芸術大学学長、奈良県立万葉文化会館館
長。『万葉集』等、古代文学の比較研究をはじめ、日本文化
の全体像を俯瞰した研究・評論・著作活動を行う。『万葉集
の比較文学的研究』（1970 年日本学士院賞）を皮切りに『万
葉と海彼』（1991 年和辻哲郎文化賞）『源氏物語と白楽天』（1997
年大佛次郎賞）等受賞多数。他にも近作『ひらがなでよめば
わかる日本語のふしぎ』（2003 年）等、著書多数。

表紙エッセイストプロフィール

　お気づきの方もいらっしゃるかもしれませんが、前号から

表紙のイラストレーターがかわりました。第 18 号から 10 年間

にわたってイラストを提供し続けてくださった村井さんが、こ

の春に体調を崩されてしまわれたための選手交代です。村井さ

んの洒脱でユーモアあふれる作風は「通信」のイメージとも強

く結びついていたのでお休みとなるのは残念ですが、今後は、

ロマンチックな部分を残しながらも構図的には大胆な Jane-

tonttu さんの絵柄を、どうぞ楽しみにしていてください。

　さて、「通信」ですが、今号から、18 頁と誌面を少なくし、

紙質も変更してのお届けとなりました。これは、郵送料を抑え

つつ、冊子体での「通信」を必要とする皆様へのサービスを維

持するための対策です。誌面削減のため、今号で休載した連載

の１つ「海外日本語教育レポート」と、今号では最終ページに

掲載された「授業で役立つホームページ」は、次号 51 号より

ウェブサイト上のみの掲載となる予定です。一方、次号からは、

今号で終了する「写真で見る日本人の生活」に替わり、新しい

コーナーが２つスタートします。加えて、「通信」のウェブサ

イトも大幅にリニューアルしますので、ご利用がより便利にな

ると思います。

　というわけで、今年度の「通信」は、内容上も形態上もいろ

いろと変化が激しいのですが、内容的には今まで以上に充実さ

せる所存ですので、読者の皆さまには、よろしくご理解いただ

きますようお願いいたします。また生まれ変わりつつある「通

信」に対し忌憚のないご意見もお待ちしております。 （tt）
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　国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
は、外

がい
務
む
省
しょう
在
ざい
外
がい
公
こう
館
かん
、海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
会
かい
等
とう
の協

きょう
力
りょく
のもとに、2003 年

ねん
度
ど
に海

かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん

調
ちょう
査
さ
を実

じっ
施
し
しました。

　この調
ちょう
査
さ
は、海

かい
外
がい
の教

きょう
育
いく
機
き
関
かん
等
など
に調

ちょう
査
さ
票
ひょう
を配

はい
布
ふ
・回

かい
収
しゅう
する方

ほう
法
ほう
で行

おこな
われました（回

かい
収
しゅう
率
りつ
は 82.64％）。お忙

いそが
しい

中
なか
、調

ちょう
査
さ
にご協

きょう
力
りょく
いただいた方

かた が々た
に対

たい
し、この場

ば
を借

か
りて厚

あつ
くお礼

れい
申
もう
し上

あ
げます。詳

しょう
細
さい
な分

ぶん
析
せき
、集

しゅう
計
けい
表
ひょう
、および

各
かく
機
き
関
かん
の住

じゅう
所
しょ
等
とう
のデータは、今

こん
年
ねん
度
ど
中
ちゅう
に報

ほう
告
こく
書
しょ
にまとめ、市

し
販
はん
する予

よ
定
てい
です。また、ご協

きょう
力
りょく
いただいた機

き
関
かん
には、

報
ほう
告
こく
書
しょ
（概

がい
要
よう
版
ばん
）をお送

おく
りする予

よ
定
てい
です。今

こん
回
かい
は、この調

ちょう
査
さ
の結

けっ
果
か
について簡

かん
単
たん
に報

ほう
告
こく
します（ウェブサイト

http:// www.jpf.go.jp/j/japan-j/news/0407/07-01.htmlもご覧
らん
ください）。なお、台

たい
湾
わん
については（財

ざい
）交

こう
流
りゅう
協
きょう
会
かい

が実
じっ
施
し
した調

ちょう
査
さ
のデータを使

し
用
よう
しています。

Outline of the Results of the
“2003 Overseas Japanese-Language Education Organization Survey”

海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の現

げん
状
じょう

『2003 年
ねん
海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ
』結

けっ
果
か
速
そく
報
ほう

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
 日
に
本
ほん
語
ご
事
じ
業
ぎょう
部
ぶ
 企
き
画
かく
調
ちょう
整
せい
課
か

JF日
に

本
ほん

語
ご

関
かん

連
れん

事
じ

業
ぎょう

紹
しょう

介
かい

1. 全
ぜん
体
たい
的
てき
状
じょう
況
きょう

　1979 年
ねん
から 2003 年

ねん
の間

あいだ
に、機

き
関
かん
数
すう
は 10.7 倍

ばい
、教

きょう
師
し
数
すう
は 8.1 倍

ばい
、学

がく
習
しゅう
者
しゃ

数
すう
は 18.5 倍

ばい
に増

ぞう
加
か
しました。また、前

ぜん
回
かい
の 1998 年

ねん
調
ちょう
査
さ
と比

くら
べると、5年

ねん

間
かん
に、機

き
関
かん
数
すう
は 11.8％、教

きょう
師
し
数
すう
は 20.0％、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は 12.1％増

ぞう
加
か
しました。

機
き
関
かん
数
すう

12,222機
き
関
かん
（127カ国

こく
・地

ち
域
いき
）

教
きょう
師
し
数
すう

33,124 人
にん

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
2,356,745 人

にん

2. 地
ち
域
いき
別
べつ
・国

くに
別
べつ
の状

じょう
況
きょう

―学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の 6割

わり
が東

ひがし
アジアに集

しゅう
中
ちゅう
、

アジア・大
たい
洋
よう
州
しゅう
で９割

わり
―

　学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の地

ち
域
いき
別
べつ
割
わり
合
あい
をみると、全

ぜん
体
たい
の 61.0％

が東
ひがし
アジアの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
で、大

たい
洋
よう
州
しゅう
（17.6％）、東

とう
南
なん

アジア（8.7％）、北
ほく
米
べい
（6.8％）が続

つづ
きます。アジ

アと大
たい
洋
よう
州
しゅう
で学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
の約

やく
９割

わり
を占

し
めています。

―韓
かん
国
こく
、中

ちゅう
国
ごく
、オーストラリアが学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
トップ３―

　学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
第
だい
１位

い
は韓

かん
国
こく
で約

やく
89 万

まん
人
にん
、第

だい
2 位

い
は中

ちゅう
国
ごく
で約

やく
39 万

まん
人
にん
、

第
だい
3 位

い
はオーストラリアで約

やく
38 万

まん
人
にん
。この 3 カ国

こく
で世

せ
界
かい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ

全
ぜん
体
たい
の約

やく
7 割
わり
を占

し
めています。

　1998 年
ねん
調
ちょう
査
さ
と比

ひ
較
かく
すると、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が増

ぞう
加
か
した国

くに
は 106 カ国

こく
・地

ち
域
いき

（新
しん
規
き
16 カ国

こく
を含

ふく
む）、減

げん
少
しょう
した国

くに
は 25 カ国

こく
・地

ち
域
いき
（今

こん
回
かい
の調

ちょう
査
さ
で

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
の存

そん
在
ざい
を確

かく
認
にん
できなかった 4カ国

こく
を含

ふく
む）でした。

0
1988年 1990年 1993年 1998年 2003年 1984年 1979年 
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3,917
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12,222
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1,1452,000
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にん 
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1979年 

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000
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127,167

733,802

981,407
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（人） 
にん 

ねん ねん ねん ねん ねん ねん ねん 

0 20 40 60 80 100

機関数 東アジア  39.5

46.6

61.0 8.7 17.6 6.8

12.5 12.6 11.2 5.7 6.4

2.9 0.61.5

南アジア 
1.1

東南アジア 中南米 
 

東欧 

 2.9

中東・アフリカ 
0.7

大洋州  20.810.1
北米 

11.9

西欧 

8.2

教師数 

学習者数 

0.6 1.6 2.5 0.9

0.2

（単位：％） 

き かん すう 

きょう し すう 

しゅう しゃ がく すう 

ひがし たい よう しゅう 

とう とう なん 

ほく べい せい おう 

なん べい とう おう みなみ ちゅう ちゅう 

4.8

たん い 

韓国 

894,131

その他 

中国 

387,924米国 

140,200

合計 

2,356,745人 
〈台湾〉 

128,641

インドネシア 
85,221

タイ 
54,884

カナダ 
20,457

ブラジル 19,744

ニュージーランド 
28,317

オーストラリア 
381,954

かん こく 

た 

ちゅう ごく 

たい わん べい こく 

ごう けい 

にん 

〈機
き
関
かん
数
すう
〉 〈教

きょう
師
し
数
すう
〉 〈学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
〉

〈機
き
関
かん
数
すう
・教

きょう
師
し
数
すう
・学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
の地

ち
域
いき
別
べつ
割
わり
合
あい
〉

〈学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
の国

くに
別
べつ
構
こう
成
せい
〉

http://www.jpf.go.jp/j/japan-j/news/0407/07-01.html
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3. 教
きょう
育
いく
段
だん
階
かい
別
べつ
の状

じょう
況
きょう

―６割
わり
強
きょう
が初

しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
―

　海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の６割

わり
強
きょう
（64.8％）は、初

しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
で、高

こう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は約

やく
２

割
わり
、学

がっ
校
こう
教
きょう
育
いく
以
い
外
がい
の機

き
関
かん
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は約

やく
１割

わり
となっています。

　学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
上
じょう
位
い
10 カ国

こく
のうち、韓

かん
国
こく
、オーストラリア、インドネシア、ニュージーランドでは、初

しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう

教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
での学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が大

たい
半
はん
を占

し
め、ブラジルでは学

がっ
校
こう
教
きょう
育
いく
以
い
外
がい
の機

き
関
かん
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が 8 割

わり
近
ちか
くを占

し
めています。中

ちゅう

国
ごく
、台

たい
湾
わん
は、高

こう
等
とう
教
きょう
育
いく
での学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の比

ひ
率
りつ
が５割

わり
を超

こ
えています。

4. 日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
の目

もく
的
てき

―日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
、日

に
本
ほん
人
じん
とのコミュニケーション、日

に
本
ほん
語
ご
という言

げん
語
ご
への興

きょう
味
み
―

　「日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
に対

たい
する興

きょう
味
み
」、「日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
ってコミュ

ニケーションしたいという欲
よっ
求
きゅう
」、「日

に
本
ほん
語
ご
という言

げん

語
ご
そのものへの興

きょう
味
み
」の３

みっ
つが、各

かく
教
きょう
育
いく
段
だん
階
かい
共
きょう
通
つう
の

主
しゅ
要
よう
な学

がく
習
しゅう
目
もく
的
てき
となっています。

　初
しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
では、「異

い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
」と「受

じゅ
験
けん

準
じゅん
備
び
」が、高

こう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
では「将

しょう
来
らい
の就

しゅう
職
しょく
」や「留

りゅう

学
がく
」が、また学

がっ
校
こう
教
きょう
育
いく
以
い
外
がい
の機

き
関
かん
では「将

しょう
来
らい
の就

しゅう
職
しょく
」

「今
いま
の仕

し
事
ごと
で必

ひつ
要
よう
」「留

りゅう
学
がく
」「受

じゅ
験
けん
準
じゅん
備
び
」の比

ひ
率
りつ
が比

ひ

較
かく
的
てき
高
たか
くなっています。

5. 教
きょう
師
し
の状

じょう
況
きょう

―日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の７割

わり
が非

ひ
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
教
きょう
師
し
―

　海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
30,628 人

にん
（台

たい
湾
わん
を除

のぞ
く）のうち、日

に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
とする教

きょう
師
し
は約

やく
3 割
わり
で、約

やく
7 割
わり
は日

に
本
ほん
語
ご
を

母
ぼ
語
ご
としない教

きょう
師
し
です。

　日
に
本
ほん
語
ご
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
教
きょう
師
し
が 1

ひと
人
り
でもいる機

き
関
かん
は 4 割

わり
弱
じゃく
で、そのうち初

しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
では約

やく
2 割
わり
と低

ひく
くなって

います。初
しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
の、教

きょう
師
し
1
ひと
人
り
あたりの平

へい
均
きん
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は 100 人

にん
を超

こ
えており、1機

き
関
かん
あたりの平

へい
均
きん

教
きょう
師
し
数
すう
は少

すく
ないということがわかりました。

　また、日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を行

おこな
っている高

こう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
のうち、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の養

よう
成
せい
のための科

か
目
もく
を設

もう
けている機

き
関
かん
は

34 カ国
こく
293 機

き
関
かん
（高

こう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
全
ぜん
体
たい
の 13.3％）確

かく
認
にん
できました。  

6. 日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
上
じょう
の問

もん
題
だい
点
てん

―適
てき
切
せつ
な教

きょう
材
ざい
の不

ふ
足
そく
、教

きょう
材
ざい
・教

きょう
授
じゅ
法
ほう
情
じょう
報
ほう
の不

ふ
足
そく
、施

し
設
せつ
・設

せつ
備
び
不
ふ
十
じゅう
分
ぶん
―

　4割
わり
前
ぜん
後
ご
の機

き
関
かん
が、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
上
じょう
の問

もん
題
だい
点
てん
として「適

てき
切
せつ
な教

きょう
材
ざい
の不

ふ
足
そく
」、「教

きょう
材
ざい
・教

きょう
授
じゅ
法
ほう
情
じょう
報
ほう
の不

ふ
足
そく
」という

リソース（ソフト）の問
もん
題
だい
と、「施

し
設
せつ
・設

せつ
備
び
が不

ふ
十
じゅう
分
ぶん
」という施

し
設
せつ
（ハード）の問

もん
題
だい
をあげています。

　教
きょう
育
いく
段
だん
階
かい
別
べつ
にみると、初

しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
では学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に関

かん
する問

もん
題
だい
（「学

がく
習
しゅう
者
しゃ
不
ふ
熱
ねっ
心
しん
」「学

がく
習
しゅう
者
しゃ
減
げん
少
しょう
」）が、

高
こう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
では教

きょう
師
し
に関

かん
する問

もん
題
だい
（「教

きょう
師
し
不
ぶ
足
そく
」「待

たい
遇
ぐう
不
ふ
十
じゅう
分
ぶん
」）の比

ひ
率
りつ
が比

ひ
較
かく
的
てき
高
たか
くなっています。

7. おわりに

　国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
では、今

こん
回
かい
の調

ちょう
査
さ
の結

けっ
果
か
を参

さん
考
こう
にしながら、各

かっ
国
こく
・地

ち
域
いき
の教

きょう
育
いく
事
じ
情
じょう
やニーズに合

あ
わせ、より効

こう

果
か
的
てき
な日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
事
じ
業
ぎょう
を実

じっ
施
し
していきたいと考

かんが
えております。また、状

じょう
況
きょう
の変

へん
化
か
にすばやく対

たい
応
おう
するために、

今
こん
後
ご
この調

ちょう
査
さ
は３年

ねん
毎
ごと
に実

じっ
施
し
することになりました。次

じ
回
かい
の調

ちょう
査
さ
は 2006 年

ねん
を予

よ
定
てい
しておりますので、また皆

みな

様
さま
のご協

きょう
力
りょく
をお願

ねが
いいたします。

5050

100100

日本文化知識 

日本の政治経済社会知識 

日本の科学技術知識 

受験 

留学 

初等・中等 

高等 

学校教育以外 

就職 

今の仕事 

その他 父母の希望 

継承語 

日本観光旅行 

異文化理解 

親善交流 

日本語によるコミュニケーション 

日本語への興味 
に ほん ご 

に ほん ご 

に ほん ぶん か ち しき 

きょう み に ほん せい じ けい ざい しゃ かい ち しき 

ほん に か がく 

じゅ けん 

りゅう がく 

き ぼう ふ ぼ 

し ごと 

た 

しゅう しょく 

ぎ じゅつ ち しき 

けい しょう ご 

こう かん ほん に りょ こう 

ぶん い 

しょ とう 

こう とう 

がっ こう きょう いく い がい 

ちゅう とう 

か かい り 

しん ぜん りゅう こう 

〈日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
の目

もく
的
てき
〉
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お焼
しょう
香
こう

 
 

しゃ 

に ほん じん せい かつ 

しん み 

　このコーナーでは、日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
用
よう
「写

しゃ
真
しん
パネルバンク」（国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター発

はっ

行
こう
）を使

つか
って、初

しょ
中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
で日

に
本
ほん
語
ご
を教
おし
える先

せん
生
せい
方
がた
が、どのように日

に
本
ほん
人
じん
の生
せい
活
かつ
を紹

しょう
介
かい
でき

るかを提
てい
案
あん
してきました。初

しょ
級
きゅう
の学
がく
習
しゅう
者
しゃ
でも読

よ
めるよう、文

ぶん
型
けい
、単
たん
語
ご
、漢

かん
字
じ
なども、やさしいも

のを使
つか
っていますので、昨

さく
年
ねん
実
じっ
施
し
した読

どく
者
しゃ
アンケートでも、「必

かなら
ず読

よ
む」と答

こた
えた読

どく
者
しゃ
の数

かず
がと

ても多
おお
い連

れん
載
さい
の一

ひと
つでした。しかしながら、「写

しゃ
真
しん
パネルバンク」そのものが、当

とう
基
き
金
きん
が運

うん
営
えい
す

るウェブサイト「みんなの教
きょう
材
ざい
サイト」に掲

けい
載
さい
され、同

どう
パネルを利

り
用
よう
した授

じゅ
業
ぎょう
案
あん
もそのサイトに

掲
けい
載
さい
されるようになりましたので、このコーナーも今

こん
号
ごう
で終

しゅう
了
りょう
することにしました。

　ものごとには始
はじ
まりがあると同

どう
時
じ
に終

お
わりがあります。私

わたし
たち人

にん
間
げん
も同
おな
じです。いつかは死

し
に

ます。最
さい
終
しゅう
号
ごう
では、人

ひと
がなくなったときに行

おこな
われる儀

ぎ
式
しき
…「お葬

そう
式
しき
」を中

ちゅう
心
しん
にとり上

あ
げます（こ

こにあげるのは、仏
ぶっ
教
きょう
式
しき
のお葬

そう
式
しき
の例
れい
です）。

 「このたびは…」…なくなる

Please Accept My Sympathy
Passed Away 

Beginning and Intermediate

　お葬
そう
式
しき
に来

き
た人

ひと
は順

じゅん
番
ばん
に祭

さい
壇
だん
の前

まえ
に出

で
て、三

さん

本
ぼん
の指

ゆび
でお香

こう
を自

じ
分
ぶん
の目

め
の高

たか
さまで持

も
ってきま

す。その後
あと
、お香

こう
を目

め
の前

まえ
にある香

こう
炉
ろ
に静

しず
かに

落
お
としてから両

りょう
手
て
を合

あ
わせお祈

いの
りします。これ

を「お焼
しょう
香
こう
」と言

い
います。なくなった人

ひと
を悼

いた
む

気
き
持
も
ちを表

あらわ
します。

②

※写
しゃ
真
しん
下
した
の（　　）内

ない
の数

すう
字
じ
は写
しゃ
真
しん
パネルバンクの中

なか
での、この写

しゃ
真
しん
の番
ばん
号
ごう
です。

（5-122）

お通
つ
夜
や

　お葬
そう
式
しき
には「お通

つ
夜
や
」と「告

こく
別
べつ
式
しき
」という二

ふた

つの大
おお
きな儀

ぎ
式
しき
があります。写

しゃ
真
しん
は「お通

つ
夜
や
」の

一
いち
場
ば
面
めん
です。親

した
しかった人

ひと
や親

しん
せきなどが集

あつ
ま

り、なくなった人
ひと
について語

かた
りあいながら、一

ひと

晩
ばん
中
じゅう
遺
い
体
たい
のそばで過

す
ごします。

　なくなった人
ひと
の家

か
族
ぞく
（遺

い
族
ぞく
）へのあいさつは

「このたびはご愁
しゅう
傷
しょう
さまでした」です。

（4-121）
①
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　告
こく
別
べつ
式
しき
が終

お
わると、なくなった人

ひと
が入

はい
ってい

るお棺
かん
は「霊

れい
柩
きゅう
車
しゃ
」という特

とく
別
べつ
の車

くるま
に乗

の
せて火

か

葬
そう
場
ば
に向

む
かいます。これを「出

しゅっ
棺
かん
」といいます。

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：高
こう
　偉

い
建
けん
、前
まえ
田
だ
綱
つな
紀
き

写真で見る日本人の生活

資
し

料
りょう

③

告
こく
別
べつ
式
しき

　「告
こく
別
べつ
式
しき
」とはなくなった人

ひと
と最

さい
後
ご
のお別

わか
れ

をする儀
ぎ
式
しき
のことを言

い
います。来

き
た人

ひと
は、お通

つ

夜
や
の時

とき
と同

おな
じように、お焼

しょう
香
こう
をあげます。告

こく
別
べつ

式
しき
の最

さい
後
ご
には、遺

い
族
ぞく
の代

だい
表
ひょう
が、お別

わか
れに来

き
てく

れた人
ひと び々と
に感

かん
謝
しゃ
の気

き
持
も
ちを表

あらわ
すあいさつをしま

す。

（4-123）

出
しゅっ
　棺

かん

（4-124）④

東
とう
京
きょう
都
と
生
せい
活
かつ
文
ぶん
化
か
局
きょく
「葬

そう
儀
ぎ
にかかわる費

ひ
用
よう
等
とう
調
ちょう
査
さ
報
ほう
告
こく
書
しょ
」（2002年

ねん
3月
がつ
）http://www.saveinfo.or.jp/kinyu/

stat/data2003/data2003-060.pdfによると、2001年
ねん
の葬

そう
儀
ぎ
費
ひ
用
よう
の平

へい
均
きん
は3,458,600円

えん
で、そのうち、お坊

ぼう
さん

に渡
わた
したのは平

へい
均
きん
642,700円

えん
だそうです。

⑤

お　盆
ぼん

　夏
なつ
になると、なくなった人

ひと
の霊

れい
が家

いえ
に帰

かえ
るの

を迎
むか
える「お盆

ぼん
」という行

ぎょう
事
じ
があります。家

か
族
ぞく

や親
しん
せきが集

あつ
まって、飾

かざ
りや食

た
べ物

もの
を供

そな
えます。

（4-061）
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　前
ぜん
回
かい
は、ビデオの内

ない
容
よう
を理

り
解
かい
する力

ちから
をつけるための活

かつ

動
どう
例
れい
とビデオの中

なか
に出

で
てくる文

ぶん
法
ぽう
や表

ひょう
現
げん
、語

ご
彙
い
などの言

こと

葉
ば
をビデオを見

み
ながら学

がく
習
しゅう
する方

ほう
法
ほう
を紹

しょう
介
かい
しました。今

こん

回
かい
は、ビデオを使

つか
って、コミュニケーション能

のう
力
りょく
を高

たか
め

たり、自
じ
国
こく
の文

ぶん
化
か
や習

しゅう
慣
かん
と比

ひ
較
かく
したりする活

かつ
動
どう
を紹

しょう
介
かい
し

ます。

　ここでは初
しょき
級
ゅう
レベルの『みんなの日

に
本
ほん
語
ご
Ⅰ』（スリー

エーネットワーク　2001）の 13 課
か
の会

かい
話
わ
ビデオを例

れい
に、

具
ぐ
体
たい
的
てき
な活

かつ
動
どう
紹
しょう
介
かい
をします。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が中

ちゅう
級
きゅう
以
い
上
じょう
の場

ば
合
あい
は、

そのレベルのビデオを使
つか
って応

おう
用
よう
してください。

① 誘
さそ
う場

ば
面
めん

山
やま
　田

だ
：もう 12時

じ
ですよ。

 昼
ひる
ご飯

はん
を食

た
べに行

い
きませんか。

ミラー：ええ。

山
やま
　田

だ
：どこへ行

い
きますか。

ミラー：そうですね。

 今
きょ
日
う
は、日

に
本
ほん
料
りょう
理
り
が食

た
べたいですね。

山
やま
　田

だ
：じゃあ、鶴

つる
屋
や
へ行

い
きましょう。

（人
ひと
が鶴

つる
屋
や
の前

まえ
に並

なら
んでいる風

ふう
景
けい
と料

りょう
理
り
のサンプルが

フォーカスされる）

②注
ちゅう
文
もん
の場

ば
面
めん

店
てん
　員

いん
：ご注

ちゅう
文
もん
は。

ミラー：私
わたし
はてんぷら定

てい
食
しょく
。

山
やま
　田

だ
：私

わたし
は牛

ぎゅう
丼
どん
。

店
てん
　員

いん
：てんぷら定

てい
食
しょく
と牛

ぎゅう
丼
どん
ですね。少

しょうし々ょう
お待

ま
ちください。

（画
が
面
めん
には、お茶

ちゃ
やしょうゆの小

こ
出
だ
し、壁

かべ
に飾

かざ
られた熊

くま

手
で
が大

おお
きく映

うつ
される）

店
てん
　員

いん
： てんぷら定

てい
食
しょく

と牛
ぎゅう
丼
どん
です。

山
やま
　田

だ
：いただきます。

（食
た
べ終

お
わって）

③支
し
払
はら
いの場

ば
面
めん

店
てん
　員

いん
： 1680 円

えん
でご

ざいます。

ミラー：すみません。別
べつべ々つ
にお願

ねが
いします。

店
てん
　員

いん
： はい。

  てんぷら定
てい
食
しょく
は 980 円

えん
、牛

ぎゅう
丼
どん
は 700 円

えん
です。

ありがとうございました。

◆ コミュニケーション能
のう
力
りょく
を高

たか
めるための活

かつ
動
どう

　ビデオの音
おん
声
せい
を消

け
し、画

が
面
めん
に合

あ
わせて学

がく
生
せい
たちにそ

れぞれの人
じん
物
ぶつ
の会

かい
話
わ
を再

さい
現
げん
させるアフレコという練

れん
習
しゅう
方
ほう

法
ほう
を紹

しょう
介
かい
します。この方

ほう
法
ほう
ではビデオの映

えい
像
ぞう
を見

み
ながら

会
かい
話
わ
をするので、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は実

じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
にいるように感

かん
じ

ながら練
れん
習
しゅう
することができます。また、ビデオと同

おな
じ時

じ

間
かん
内
ない
に話

はな
さなければなりませんから、日

に
本
ほん
語
ご
のリズムに

合
あ
わせ一

いっ
定
てい
の速

はや
さで話

はな
す練

れん
習
しゅう
にもなります。始

はじ
めは、日

に

本
ほん
語
ご
のリズムやイントネーションを身

み
に付

つ
けるため、音

おん

声
せい
を消

け
さずに練

れん
習
しゅう
するのもいいでしょう。ビデオを何

なん
度
ど

も繰
く
り返

かえ
し見

み
せながら練

れん
習
しゅう
する代

か
わりに、音

おん
声
せい
テープを

使
つか
って十

じゅう
分
ぶん
に練

れん
習
しゅう
した後

あと
でビデオを利

り
用
よう
してもいいです。

そして最
さい
後
ご
にビデオの音

おん
声
せい
を消

け
して、画

が
面
めん
に合

あ
わせて会

かい

授
じゅ

業
ぎょう

のヒント
　今

こん
回
かい
は前

ぜん
回
かい
に引

ひ
き続

つづ
き、教

きょう
室
しつ
でビデオ

教
きょう
材
ざい
をどのように使

つか
うかを紹

しょう
介
かい
したいと

思
おも
います。

熊
くま
手
で

テーマ ビデオ教
きょう
材
ざい
の使

つか
い方

かた
（2）

　
Ideas for Japanese-Language Classrooms

　目
もく
的
てき

　　　・ ビデオ教
きょう
材
ざい
を使

つか
った教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
にはどのような

ものがあるかを知
し
る。

　　　・ ビデオを使
つか
った教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
をより効

こう
果
か
的
てき
にする

方
ほう
法
ほう
を考

かんが
える。

　学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

　　　・初
しょ
級
きゅう
から上

じょう
級
きゅう

　クラスの人
にん
数
ずう

　　　・何
なん
人
にん
でも

　準
じゅん
備
び
するもの

　　　・ビデオテープ、ビデオデッキ、ワークシートなど



11

話
わ
練
れん
習
しゅう
をします。

　さらにビデオの会
かい
話
わ
の一

いち
部
ぶ
をかえて、会

かい
話
わ
をさせる

こともできます。ここでは、山
やま
田
だ
さんがミラーさんを誘

さそ

う場
ば
面
めん
①を使

つか
ってみましょう。まず、「12 時

じ
」「昼

ひる
ご飯

はん
」

「日
に
本
ほん
料
りょう
理
り
」「鶴

つる
屋
や
」という単

たん
語
ご
を学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の現

げん
実
じつ
の生

せい
活
かつ
に

合
あ
わせてかえるように指

し
示
じ
します。昼

ひる
ご飯

はん
または晩

ばん
ご飯

はん

に誘
さそ
う場

ば
面
めん
にして、時

じ
間
かん
、食

た
べたい物

もの
、店

みせ
の名

な
前
まえ
を変

か
え

れば、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は実

じっ
際
さい
に近

ちか
い会

かい
話
わ
をすることができます。

ただ、ここで注
ちゅう
意
い
しておきたいのは、食

しょく
堂
どう
での注

ちゅう
文
もん
場
ば
面
めん

以
い
降
こう
（②と③）は使

つか
わないようにすることです。なぜな

ら日
に
本
ほん
料
りょう
理
り
の店

みせ
の画

が
面
めん
を見

み
ながら、ほかの料

りょう
理
り
を注

ちゅう
文
もん
す

るのは不
ふ
自
し
然
ぜん
になるからです。

　食
しょく
事
じ
に誘

さそ
う会

かい
話
わ
がスムーズにできるようになったら、

この会
かい
話
わ
の型

かた
を利

り
用
よう
して、映

えい
画
が
やコンサート、ピクニッ

クなどに誘
さそ
う会

かい
話
わ
を練

れん
習
しゅう
してもいいでしょう。その場

ば
合
あい
、

山
やま
田
だ
さんの最

さい
初
しょ
の発

はつ
話
わ
「もう 12 時

じ
ですよ」を「明

あ
日
す
は

日
にち
曜
よう
日
び
ですね」のように変

か
える必

ひつ
要
よう
がありますので気

き
を

つけてください。

　また、ビデオの会
かい
話
わ
だけでなく映

えい
像
ぞう
から得

え
られる情

じょう
報
ほう

も含
ふく
めて内

ない
容
よう
を描

びょう
写
しゃ
させるという活

かつ
動
どう
もできます。例

たと
え

ば、ビデオを見
み
ていない人

ひと
にどんな会

かい
話
わ
ビデオであった

かを説
せつ
明
めい
するタスクなどが考

かんが
えられます。

◆ 自
じ
分
ぶん
の国

くに
の文

ぶん
化
か
や習

しゅう
慣
かん
とを比

ひ
較
かく
する活

かつ
動
どう

　ビデオを使
つか
って日

に
本
ほん
と自

じ
分
ぶん
の国

くに
の文

ぶん
化
か
や習

しゅう
慣
かん
を比

ひ
較
かく
す

る活
かつ
動
どう
を行

おこな
う場

ば
合
あい
、一

いち
番
ばん
ポイントとなるのは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
自
じ

身
しん
にその違

ちが
いに気

き
づかせ、そしてそれがどうしてなのか

を考
かんが
えさせることです。教

きょう
師
し
が説

せつ
明
めい
するのは簡

かん
単
たん
ですが、

文
ぶん
化
か
や習

しゅう
慣
かん
の違

ちが
いにより敏

びん
感
かん
になり、教

きょう
室
しつ
外
がい
でも自

じ
分
ぶん
で

観
かん
察
さつ
、分

ぶん
析
せき
できる学

がく
習
しゅう
者
しゃ
を育

そだ
てるためには、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
自
じ
身
しん

に考
かんが
えてもらうほうがよいでしょう。そのほうが、学

がく
習
しゅう

者
しゃ
も積

せっ
極
きょく
的
てき
に授

じゅ
業
ぎょう
に参

さん
加
か
できます。では、同

おな
じ『みんな

の日
に
本
ほん
語
ご
Ⅰ』の 13 課

か
のビデオで何

なに
ができるかを考

かんが
えて

みましょう。

　まず、ビデオを見
み
せると、自

じ
国
こく
にはない珍

めずら
しい物

もの
が

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の目

め
を引

ひ
くことでしょう。ビデオを見

み
る前

まえ
に、何

なに

かわからない物
もの
が出

で
てきたときには手

て
を挙

あ
げるよう、学

がく

習
しゅう
者
しゃ
に指

し
示
じ
しておきます。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の手

て
が挙

あ
がったら、教

きょう

師
し
は映

えい
像
ぞう
を止

と
めて物

もの
の名

な
前
まえ
の導

どう
入
にゅう
をします。例

たと
えば 13

課
か
には、商

しょう
売
ばい
繁
はん
盛
じょう
を願

ねが
って店

みせ
に飾

かざ
る熊

くま
手
で
が出

で
てきます。

「熊
くま
手
で
」という名

な
前
まえ
を導

どう
入
にゅう
したら、次

つぎ
に、それが何

なに
をす

るためのものかを考
かんが
えさせます。大

たい
切
せつ
なのは、それが何

なに

なのかを学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が考

かんが
えるプロセスなのですから、学

がく
習
しゅう
者
しゃ

のレベルによっては日
に
本
ほん
語
ご
だけでなく母

ぼ
語
ご
を使

つか
ってもい

いと思
おも
います。始

はじ
めはなかなか出

で
てこないかもしれませ

ん。そういう時
とき
は、教

きょう
師
し
からヒントを出

だ
しましょう（例

れい

「この熊
くま
手
で
は、何

なに
かに似

に
ていませんか」「この熊

くま
手
で
はお店

みせ

をやっているところにあります」）。さらに、正
せい
解
かい
が出

で
た

ところで、自
じ
分
ぶん
の国

くに
に商

しょう
売
ばい
繁
はん
盛
じょう
を願

ねが
う飾

かざ
りや、習

しゅう
慣
かん
がな

いかを考
かんが
えさせます。

　人
ひと
々
びと
の行

こう
動
どう
様
よう
式
しき
の場

ば
合
あい
も同

おな
じです。13 課

か
の場

ば
合
あい
、食

しょく

堂
どう
の前

まえ
で人

ひと
が並

なら
んでいるシーンがありますが、日

に
本
ほん
では

このような光
こう
景
けい
をよく見

み
かけます。国

くに
によっては、食

しょく
堂
どう

に入
はい
るために並

なら
ぶという習

しゅう
慣
かん
のない国

くに
もあるでしょう。

また、食
た
べる前

まえ
に「いただきます」というあいさつのない

国
くに
や、友

とも
達
だち
や会

かい
社
しゃ
の同

どう
僚
りょう
と食

た
べに行

い
ったとき、別

べつ
々
べつ
に払

はら
わ

ないで一
ひとり
人がおごるという習

しゅう
慣
かん
の国

くに
もあると思

おも
います。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
にはビデオを見

み
て不

ふ
思
し
議
ぎ
に思

おも
った行

こう
動
どう
を挙

あ
げても

らい、どうして日
に
本
ほん
人
じん
はそうするのかを考

かんが
えてもらいま

す。その際
さい
、自

じ
分
ぶん
の国

くに
ではどうするか、そしてなぜそう

するのかも考
かんが
えてもらいましょう。すぐに答

こたえ
が出

で
ない場

ば

合
あい
には、両

りょう
方
ほう
の国

くに
の習

しゅう
慣
かん
や行

こう
動
どう
様
よう
式
しき
の良

い
い点

てん
と悪

わる
い点

てん
を

考
かんが
えて出

だ
してもらいます。たとえば、「並

なら
ぶと時

じ
間
かん
がか

かる」（悪
わる
い点

てん
）、「おいしいものが食

た
べられる」（良

よ
い点

てん
）

のように、良
よ
い点

てん
と悪

わる
い点

てん
を分

わ
けてまとめていきます。

　ただ、気
き
をつけなければならないことは、文

ぶん
化
か
や習

しゅう

慣
かん
には、ただ一

ひと
つの答

こたえ
や正

せい
解
かい
があるとは限

かぎ
らないことで

す。ですから、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
から納

なっ
得
とく
できる答

こたえ
が出

で
た場

ば
合
あい
には、

「そうかもしれませんね。よいことに気
き
がつきましたね」

と受
う
け入

い
れましょう。そうすることによって、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は

徐
じょ
々
じょ
に自

じ
分
ぶん
で何

なに
かわからない物

もの
や不

ふ
思
し
議
ぎ
な習

しゅう
慣
かん
や行

こう
動
どう
を

見
み
たり、経

けい
験
けん
したりしたときに、自

じ
分
ぶん
で考

かんが
え分

ぶん
析
せき
するよ

うになります。

　最
さい
後
ご
に、事

じ
前
ぜん
準
じゅん
備
び
として、ビデオを通

とお
して学

まな
んでもら

いたいものを明
めい
確
かく
にしておくことと、教

きょう
師
し
自
じ
身
しん
がわから

ないものがある場
ば
合
あい
は、日

に
本
ほん
人
じん
に聞

き
いたり、インターネッ

トや本
ほん
などで調

しら
べておくことも大

たい
切
せつ
です。

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

1. 『視
し
聴
ちょう
覚
かく
教
きょう
材
ざい
とその使

つか
い方
かた
』NAFL Institute 日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
養
よう

成
せい
通
つう
信
しん
講
こう
座
ざ

2. 『視
し
聴
ちょう
覚
かく
メディアと日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
』NAFL Institute 日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう

師
し
養
よう
成
せい
通
つう
信
しん
講
こう
座
ざ

小
こ
玉
だま
安
やす
恵
え
、阿

あ
部
べ
洋
よう
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

　読
どく
者
しゃ
の皆
みな
さんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失
しっ
敗
ぱい
談
だん
などぜひお寄

よ
せください。
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場
ば
面
めん
や相
あい
手
て
に合

あ
わせて誤

ご
解
かい
なくコミュニケーションをしたい人

ひと
に

『聞
き
いて覚

おぼ
える話

はな
し方

かた
　日

に
本
ほん
語
ご
生
なま
中
ちゅう
継
けい
・中

ちゅう
～上

じょう
級
きゅう
編
へん
』

　日
に
本
ほん
語
ご
で日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
はできても、日

に
本
ほん
社
しゃ
会
かい
で使

つか
われる生

なま
の日

に
本
ほん
語
ご
から意

い
図
と

やニュアンスを理
り
解
かい
することや、場

ば
面
めん
や相
あい
手
て
に合

あ
わせた表

ひょう
現
げん
で会

かい
話
わ
するの

は難
むずか
しいものです。この教

きょう
材
ざい
は学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に豊
ほう
富
ふ
な会
かい
話
わ
場
ば
面
めん
を提
てい
示
じ
し、色

いろ
々
いろ
な

聞
き
き取

と
り練

れん
習
しゅう
を通

とお
して表

ひょう
現
げん
力
りょく
を身

み
につけさせることを目

もく
的
てき
にしています。

聞
き
く力

ちから
・話

はな
す力

ちから
を高

たか
めることはもちろん、クラスでのディスカッションの

材
ざい
料
りょう
にすることもできます。取

と
り上

あ
げている機

き
能
のう
は「伝

でん
言
ごん
・勧

かん
誘
ゆう
・許

きょ
可
か
・

情
じょう
報
ほう
・依

い
頼
らい
と指

し
示
じ
・文

もん
句
く
・提

てい
案
あん
・感

かん
想
そう
」に関

かん
するものです。「勧

かん
誘
ゆう
」を例

れい

に課
か
の構

こう
成
せい
を見

み
てみましょう。

　①こんな時
とき
どう言

い
いますか：「一

いっ
緒
しょ
に映

えい
画
が
を見

み
に行

い
きたいなあ」「日

にち
曜
よう
日
び

ドライブに行
い
こうか」などの表

ひょう
現
げん
が、誰

だれ
が何

なに
をするときのものか考

かんが
えます。

②聞
き
き取

と
り練

れん
習
しゅう
Ⅰ：勧

かん
誘
ゆう
場
ば
面
めん
の３種

しゅ
類
るい
の会
かい
話
わ
を繰

く
り返

かえ
し聞

き
きながら人

にん
間
げん
関
かん

係
けい
や内

ない
容
よう
、結

けっ
果
か
を聞

き
き取

と
ります。内

ない
容
よう
に合

あ
う言

こと
葉
ば
を選

えら
んだり、使

つか
われた表

ひょう

現
げん
を書

か
き取

と
ったり、同

おな
じような場

ば
面
めん
で使

つか
える他

ほか
の表

ひょう
現
げん
も考

かんが
える、などのタ

スクがあります。一
いち
度
ど
聞
き
いても分

わ
からない人

ひと
のために､確

かく
認
にん
すべき単

たん
語
ご
が

挙
あ
がっています。③聞

き
き取

と
り練

れん
習
しゅう
Ⅱ：上

じょう
司
し
からの誘

さそ
いに関

かん
するインタビュ

ーを聞
き
き、誘

さそ
われた内

ない
容
よう
、返

へん
事
じ
、誘
さそ
われた時

とき
の気

き
持
も
ちを聞

き
き取

と
ります。④

ポイントリスニング：誘
さそ
いへの返

へん
事
じ
だけを聞

き
き、表

ひょう
現
げん
意
い
図
と
を聞

き
き取

と
ります。

⑤重
じゅう
要
よう
表
ひょう
現
げん
：表

ひょう
現
げん
を解

かい
説
せつ
・整

せい
理
り
しています。⑥ロールプレイ：会

かい
話
わ
の続

つづ
き

を作
さく
成
せい
したり、勧

かん
誘
ゆう
の練
れん
習
しゅう
をしたりします。

　CDの会
かい
話
わ
はごく自

し
然
ぜん
なスピードです。ルビ付

つ
きスクリプト、単

たん
語
ご
表
ひょう
（英

えい

語
ご
・中

ちゅう
国
ごく
語
ご
・韓

かん

国
こく
語
ご
・ポルトガ

ル語
ご
）もありま

す。別
べつ
売
う
りの教

きょう

師
し
用
よう
マニュアル

には活
かつ
動
どう
のヒン

トや指
し
導
どう
のポイ

ントが載
の
ってい

ます。

●データ●
z椙

すぎ
本
もと
総
ふさ
子
こ
、宮

みや
谷
たに
敦
あつ
美
み
 xくろしお出

しゅっ
版
ぱん
 〒112- 

0002 東
とう
京
きょう
都
と
文
ぶん
京
きょう
区
く
小
こ
石
いし
川
かわ
3-16-5 TEL.03-5684- 

3389  FAX.03-5684-4762  URL www.9640.jp 

c2004年
ねん
2月
がつ
25日

にち
 v4-87424-300-2 bB5判

ばん
88

ページ n2,310円
えん
 mCD付

つ
き

　「日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中

ちゅう
心
しん
に紹

しょう
介
かい
してい

きます。誌
し
面
めん
の制

せい
約
やく
上
じょう
、一

いっ
回
かい
に多

おお
くの本

ほん
を紹

しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
にとって使

つか

いやすい教
きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・資

し
料
りょう
」

などを取
と
り上

あ
げます。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－本

ほん

ばこ
Bookshelf： Introduction of New Titles

日
に
本
ほん
語
ご
の発

はつ
音
おん
練
れん
習
しゅう
に役

やく
立
だ
つ

『１日
にち
10分

ぷん
の発

はつ
音
おん
練
れん
習
しゅう
』

　日
に
本
ほん
語
ご
のアクセントやイントネーションを正

ただ
しく使

つか
い分

わ
けられるように

なりたい。しかし、テープを聴
き
いて練

れん
習
しゅう
するだけではその微

び
妙
みょう
な違

ちが
いがよ

くわからない。そのような学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が多

おお
いのではないでしょうか。

　この教
きょう
材
ざい
の特

とく
徴
ちょう
は「プロソディーグラフ」を使

つか
って、日

に
本
ほん
語
ご
のアクセン

トやイントネーションなどを図
ず
の形

かたち
で認

にん
識
しき
できることです。

　この教
きょう
材
ざい
は全

ぜん
部
ぶ
で８課

か
まであり、各

かく
課
か
は「メイン会

かい
話
わ
」、「練

れん
習
しゅう
０」、「練

れん

習
しゅう
１」、「練

れん
習
しゅう
２」の順

じゅん
で構

こう
成
せい
されています。「メイン会

かい
話
わ
」には会

かい
話
わ
文
ぶん
の

ほかにその課
か
で学
がく
習
しゅう
すべき項

こう
目
もく
と「ここに注

ちゅう
意
い
！」のコーナーがあります。

発
はつ
音
おん
するときに注

ちゅう
意
い
すべきところが「ここに注

ちゅう
意
い
！」ですぐわかります。

「練
れん
習
しゅう
０」はアクセントやイントネーション、長

ちょう
・短
たん
音
おん
などを聴

き
きながら

質
しつ
問
もん
に答

こた
える練

れん
習
しゅう
です。その解

かい
答
とう
もついています。「練

れん
習
しゅう
１」は基

き
本
ほん
的
てき
な

文
ぶん
、単

たん
語
ご
の発

はつ
音
おん
をするための練

れん
習
しゅう
です。「練

れん
習
しゅう
２」は「練

れん
習
しゅう
１」の内

ない
容
よう
を

発
はっ
展
てん
させた会

かい
話
わ
文
ぶん
などの発

はつ
音
おん
をするための練

れん
習
しゅう
です。

　メイン会
かい
話
わ
と各
かく
練
れん
習
しゅう
の文
ぶん
や単
たん
語
ご
にはすべて「プロソディーグラフ」が付

つ

いているので、発
はつ
音
おん
練
れん
習
しゅう
をするときに、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は日

に
本
ほん
語
ご
を聞

き
きながらアク

セントとイントネーションを自
じ
分
ぶん
の目

め
で確

かく
認
にん
できます。また、指

ゆび
で「プロ

ソディーグラフ」をなぞって、発
はつ
音
おん
の特

とく
徴
ちょう
をつかむこともできます。さらに、

音
おん
声
せい
だけでアクセントやイントネーションを推

すい
測
そく
する練

れん
習
しゅう
をしたい場

ば
合
あい
は

「プロソディーグラフ」がついていない「練
れん
習
しゅう
１」、「練

れん
習
しゅう
２」もあります。

　各
かく
課
か
のメ

イン会
かい
話
わ
に

はイラスト

があり、そ

の会
かい
話
わ
の内

ない

容
よう
を表

あらわ
して

います。

　また、CD

が２枚
まい
つい

ています。

●データ●
z河

かわ
野
の
俊
とし
之
ゆき
、串

くし
田
だ
真
ま
知
ち
子
こ
、築

つき
地
じ
伸
のぶ
美
み
、松

まつ
崎
ざき
寛
ひろし
 

xくろしお出
しゅっ
版
ぱん
 〒112-0002 東

とう
京
きょう
都
と
文
ぶん
京
きょう
区
く
小
こ
石
いし

川
かわ

3-16-5  TEL.03-5684-3389  FAX.03-5684- 

4762  URL www.9640.jp c2004 年
ねん

1 月
がつ

1
とお
0 日

か

v4-87424-286-3 bB5判
ばん
129ページ n2,100円

えん
 

mCD2枚
まい
付
つ
き

P. 18 P. 19 P. 26 P. 27

※データ凡
はん
例
れい
　z著

ちょ
者
しゃ
　x出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
　c刊

かん
行
こう
年
ねん
月
げつ
　vISBN　b判

はん
型
けい
・ページ数

すう
　n定

てい
価
か
　mその他

た

http://www.9640.jp
http://www.9640.jp
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　2000年
ねん
に発

はっ
行
こう
された『新

しん
日
に
本
ほん
語
ご
の中

ちゅう
級
きゅう
本
ほん
冊
さつ
』

の会
かい
話
わ
文
ぶん
を映

えい
像
ぞう
化
か
したもの。全

ぜん
20課

か
の会
かい
話
わ
１、

２がそれぞれ収
しゅう
録
ろく
されています。『新

しん
日
に
本
ほん
語
ご
の

中
ちゅう
級
きゅう
』では、「頼

たの
む」「許

きょ
可
か
をもらう」などの言

げん

語
ご
機
き
能
のう
を中

ちゅう
心
しん
に課

か
が構

こう
成
せい
されています。実

じっ
際
さい
の

コミュニケーションの場
ば
面
めん
でこのような言

げん
語
ご
機
き

能
のう
を達

たっ
成
せい
するためには、例

たと
えば、どのように日

に

本
ほん
語
ご
で頼
たの
んだり、許

きょ
可
か
を求
もと
めたりするかイメー

ジできるようになる必
ひつ
要
よう
があるでしょう。その

ためには、ビデオ・ＤＶＤによる映
えい
像
ぞう
を使

つか
った

学
がく
習
しゅう
がたいへん有

ゆう
効
こう
でしょう。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は映

えい
像
ぞう
に

よって、日
に
本
ほん
の場

ば
面
めん
、会

かい
話
わ
をする人

ひと
の態
たい
度
ど
、行

こう

動
どう
、表

ひょう
情
じょう
など多

おお
くの情

じょう
報
ほう
を得

え
ることができます。

　各
かく
課
か
の映
えい
像
ぞう
には、日

に
本
ほん
で働

はたら
きながら生

せい
活
かつ
して

いる外
がい
国
こく
人
じん
が実
じっ
際
さい
に出

で
合
あ
いそうな会

かい
社
しゃ
、寮

りょう
、さ

らに電
でん
車
しゃ
の中

なか
や店
みせ
などの日

に
本
ほん
の街

まち
の場

ば
面
めん
が撮

さつ
影
えい

されています。さらに、場
ば
面
めん
を理

り
解
かい
する上

うえ
で必

ひつ

要
よう
な物
もの
や場

ば
所
しょ
の映
えい
像
ぞう
も会

かい
話
わ
の途

と
中
ちゅう
に入

はい
っている

ので、海
かい
外
がい
の教

きょう
室
しつ
では日

に
本
ほん
事
じ
情
じょう
を教
おし
える際

さい
にも

使
つか
うことができます。

　この教
きょう
材
ざい
はビデオだけでなくＤＶＤもあり、

機
き
材
ざい
や目
もく
的
てき
によってどちらかを選

えら
べます。ＤＶ

Ｄでは、各
かく
課
か
の頭

あたま
出
だ
しが簡

かん
単
たん
なほかに、字

じ
幕
まく
選
せん

択
たく
操
そう
作
さ
により日

に
本
ほん
語
ご
の字

じ
幕
まく
をつけたり消

け
したり

することもでき、会
かい
話
わ
で言

い
っていることを文

も
字
じ

で確
かく
認
にん
できま

す。このよう

に一
ひと
つの教

きょう
材
ざい

がいくつかの

メディアで提
てい

供
きょう
されたこと

で、様
さま
々
ざま
な場

ば
所
しょ
で利

り
用
よう
できるようになりました。

教
きょう
室
しつ
以
い
外
がい
で、コンピューターで見

み
て自

じ
習
しゅう
するな

どの利
り
用
よう
も考

かんが
えられます。

●データ●
z企

き
画
かく
･著
ちょ
作
さく
：（財

ざい
）海
かい
外
がい
技
ぎ
術
じゅつ
者
しゃ
研
けん
修
しゅう
協
きょう
会
かい
､製
せい
作
さく
：

㈱毎
まい
日
にち
映
えい
画
が
社
しゃ
 x販

はん
売
ばい
：スリーエーネットワーク 

〒101-0064 東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく
町
ちょう
2-6-3（松

しょう
栄
えい

ビル）TEL.03-3292-5751  FAX.03-3292-6195 

URL www.3anet.co.jp c2004年
ねん
4月
がつ
 vビデオ 

4-88319-297-0（NTSC。注
ちゅう

＝PALにはISBN番
ばん
号
ごう

がなし） DVD 4-88319-299-7 b67分
ふん
 nビデオ

NTSC 8,400円
えん
、PAL 10,500円

えん
　DVD 9,450円

えん
 

mスクリプト付
つ
き

　「初
しょ
級
きゅう
の勉

べん
強
きょう
が終

お
わったのに、勉

べん
強
きょう
した文

ぶん
や

ことばを会
かい
話
わ
で使

つか
うことができない。」「相

あい
手
て
の

言
い
うことばが聞

き
き取

と
れない。」「中

ちゅう
級
きゅう
クラスで勉

べん

強
きょう
しているが、基

き
礎
そ
的
てき
な力

ちから
が足

た
りない。」そんな

悩
なや
みをもっている人

ひと
はいると思

おも
います。この本

ほん

はそうした悩
なや
みをもっている人

ひと
のために作

つく
られ

ました。初
しょ
級
きゅう

で習
なら
った文

ぶん
法
ぽう

や文
ぶん
型
けい
が、実

じっ

際
さい
のコミュニ

ケーションに

結
むす
びつくよう

に様
さま
々
ざま
なトレ

ーニングが用
よう

意
い
されていま

す。

　内
ない
容
よう
は、談

だん

話
わ
を重

じゅう
視
し
し、実

じつ
用
よう
性
せい
が意

い
識
しき
されています。日

に
本
ほん

で生
せい
活
かつ
する外

がい
国
こく
人
じん
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に必

ひつ
要
よう
と思

おも
われる場

ば
面
めん

や話
わ
題
だい
が選

えら
ばれていますが、日

に
本
ほん
に住

す
んでいな

い学
がく
習
しゅう
者
しゃ
にも理

り
解
かい
できる場

ば
面
めん
が多

おお
いです。また、

コミュニケーション機
き
能
のう
や人

にん
間
げん
関
かん
係
けい
などの社

しゃ
会
かい

言
げん
語
ご
学
がく
的
てき
側
そく
面
めん
も重

じゅう
視
し
されています。

　各
かく
課
か
の構

こう
成
せい
は、①ストーリー・ピクチャー：

話
はなし
の状

じょう
況
きょう
や流

なが
れを想

そう
像
ぞう
する、②会

かい
話
わ
：CDを聞

き

いて内
ない
容
よう
を理

り
解
かい
する、③ナレーション：ペアワ

ークによる聞
き
く練
れん
習
しゅう
、言

い
う練

れん
習
しゅう
、④インタビュ

ー：ペアワーク、⑤ことばの整
せい
理
り
：課

か
のポイン

トとなる文
ぶん
法
ぽう
・文
ぶん
型
けい
・表

ひょう
現
げん
の意

い
味
み
や用

よう
法
ほう
の確

かく
認
にん

と運
うん
用
よう
練
れん
習
しゅう
、⑥アクティビティ：モデル会

かい
話
わ
と

スキットを利
り
用
よう
してペアあるいはグループで練

れん

習
しゅう
、⑦文

も
字
じ
への挑

ちょう
戦
せん
：読

よ
む練

れん
習
しゅう
、書

か
く練

れん
習
しゅう
、漢
かん

字
じ
うでだめし、コラムという順

じゅん
番
ばん
になっていま

す。イラストが豊
ほう
富
ふ
で、場

ば
面
めん
を想

そう
像
ぞう
しながら自

し

然
ぜん
な会

かい
話
わ
力
りょく
がつくよう工

く
夫
ふう
されています。

　また、詳
くわ
しいシラバス表

ひょう
や漢
かん
字
じ
一
いち
覧
らん
が付

ふ
録
ろく
と

して巻
かん
末
まつ
に付

つ
いていますので、副

ふく
教
きょう
材
ざい
として教

きょう

師
し
が利

り
用
よう
する際

さい
にも大

たい
変
へん
便
べん
利
り
です。別

べつ
売
うり
のCD

を利
り
用
よう
して、独

どく
習
しゅう
することもできます。

●データ●
z星

ほし
野
の
恵
けい
子
こ
、遠

えん
藤
どう
藍
らん
子
こ
 xアルク 〒168-8611 

東
とう
京
きょう
都
と
杉
すぎ
並
なみ
区
く
永
えい
福
ふく
2-54-12／TEL.03-3327-1101 

FAX.03-3323-2021 URL www.alc.co.jp 

c2004年
ねん
1月
がつ
18日

にち
 v4-7574-0749-1  CD 4- 

7574-0750-5 bB5判
ばん
224ページ  CD73分

ふん
 

n2,520円
えん
  CD 2,625円

えん

マルチメディアの映
えい
像
ぞう
で場

ば
面
めん
や状

じょう
況
きょう
を学

まな
ぶ

『新
しん
日
に
本
ほん
語
ご
の中

ちゅう
級
きゅう
 会
かい
話
わ
ビデオ・ＤＶＤ』

初
しょ
級
きゅう
から中

ちゅう
級
きゅう
への橋

はし
渡
わた
し－豊

ほう
富
ふ
なイラストで自

し
然
ぜん
な会

かい
話
わ
力
りょく
を身

み
につける

『日
に
本
ほん
語
ご
集
しゅう
中
ちゅう
トレーニング』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P. 16 P. 17 P. 20 P. 21

P.12～13は以
い
下
か
の日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選

えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執

しっ
筆
ぴつ
しました。

長
なが
坂
さか
水
み
晶
あき
、王
おう
　崇
すう
梁
りょう
、古
ふる
川
かわ
嘉
よし
子
こ
、久

く
保
ぼ
田
た
美
よし
子
こ
、（執

しっ
筆
ぴつ
順
じゅん
）

http://www.3anet.co.jp
http://www.alc.co.jp
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　国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターでは、初

しょ
級
きゅう
段
だん
階
かい
から①自

じ
分
ぶん
や国

くに
、社

しゃ
会
かい
、文

ぶん
化
か
に関

かん
する特

とく
定
てい
の話

わ
題
だい
についてまとまった話

はなし

ができるようになる、②特
とく
定
てい
の話

わ
題
だい
についての質

しつ
問
もん
に答

こた
えることで口

こう
頭
とう
能
のう
力
りょく
を伸

の
ばす、③効

こう
果
か
的
てき
な発

はっ
表
ぴょう
のための技

ぎ
術
じゅつ
を身

み

につけること、を目
もく
的
てき
に、成

せい
人
じん
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
用
よう
教
きょう
材
ざい
『初

しょ
級
きゅう
からの日

に
本
ほん
語
ご
スピーチ  ―  国

くに
・文

ぶん
化
か
・社

しゃ
会
かい
についてまとまった話

はなし
を

するために―』を出
しゅっ
版
ぱん
しました。教

きょう
材
ざい
の概

がい
要
よう
と使

つか
い方

かた
を簡

かん
単
たん
にご紹

しょう
介
かい
します。

＜教
きょう
材
ざい
の特

とく
徴
ちょう
＞

①「まとまった話
はなし
をする」ための基

き
礎
そ
力
りょく
を培

つちか
う

　この本
ほん
では、初

しょ
級
きゅう
段
だん
階
かい
から「まとまった話

はなし
をする」ことを体

たい
験
けん
し意

い
識
しき
化
か
させることを目

め
指
ざ
しています。一

いっ
般
ぱん
に初

しょ
級
きゅう
段
だん
階
かい

の口
こう
頭
とう
表
ひょう
現
げん
指
し
導
どう
では文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
確
かく
認
にん
のために、文

ぶん
レベルの練

れん
習
しゅう
に終

しゅう
始
し
する傾

けい
向
こう
がありますが、成

せい
人
じん
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の場

ば
合
あい
には初

しょ
級
きゅう

段
だん
階
かい
であっても知

ち
的
てき
な話

わ
題
だい
でまとまった話

はなし
をすることで達

たっ
成
せい
感
かん
が得

え
られ、また学

がく
習
しゅう
効
こう
果
か
も高

たか
いのではないかと考

かんが
えられる

からです。

②スピーチ作
さく
成
せい
プロセスを重

じゅう
視
し
する

　この本
ほん
は、スピーチの成

せい
果
か
だけでなく、その作

さく
成
せい
プロセスを大

たい
切
せつ
にしているので、課

か
の構

こう
成
せい
に沿

そ
って学

がく
習
しゅう
をすすめれば、

スピーチを作
さく
成
せい
することができます。また、「Q&A」→「作

さく
文
ぶん
」→「スピーチ」という異

こと
なった形

けい
態
たい
で同

おな
じ内

ない
容
よう
について

繰
く
り返

かえ
し発

はっ
信
しん
することにより、それぞれの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にとって必

ひつ
要
よう
な語

ご
彙
い
や表

ひょう
現
げん
を定

てい
着
ちゃく
させることができます。

③知
ち
的
てき
な話

わ
題
だい
で話

はな
す

　この本
ほん
は、初

しょ
級
きゅう
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が対

たい
象
しょう
ですが、自

じ
国
こく
の文

ぶん
化
か
や社

しゃ
会
かい
、歴

れき
史
し
など、スピーチとしてだけでなく日

に
本
ほん
人
じん
とのつきあいの

中
なか
でも役

やく
立
だ
つ話

わ
題
だい
を選

えら
んでいます。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のニーズや興

きょう
味
み
、授

じゅ
業
ぎょう
の回

かい
数
すう
などコースデザインに合

あ
わせて選

えら
んで使

つか
ってくだ

さい。

＜本
ほん
書
しょ
の構

こう
成
せい
＞

　この本
ほん
は、ねらいと課

か
立
だ
ての違

ちが
いによって２つの step からなっています。

New Japanese Language Study Book by JF Japanese-Language Institute, Kansai.
Introducing

初
しょ
級
きゅう
からの日

に

本
ほん

語
ご

スピーチ
－国

くに
・文

ぶん
化
か
・社

しゃ
会
かい
についてまとまった話

はなし
をするために－

Speech for Basic Level Japanese
─ for organized oral presentation of one’s country, culture, and society─

著
ちょ
　　者

しゃ
： 独

どく
立
りつ
行
ぎょう
政
せい
法
ほう
人
じん
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん

関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター

出
しゅっ
　版
ぱん
　社
しゃ
：凡

ぼん
人
じん
社
しゃ

刊
かん
行
こう
年
ねん
月
げつ
：2004 年

ねん
3 月
がつ

ＩＳＢＮ：4-89358-564-9

判
はん
型
がた
・ページ数

すう
：B5 版

ばん
166p

定　　価：2,205 円
えん
（税

ぜい
込
こ
み）

そ　の　他
ほか
：CD付

つ
き

Step1 本
ほん
教
きょう
材
ざい
の構

こう
成
せい
・内

ない
容
よう

Step2

意
い
味
み
のまとまりの意

い
識
しき
化
か

（基
き
本
ほん
的
てき
なスピーチの構

こう
成
せい
を学

まな
ぶ） ねらい

より複
ふく
雑
ざつ
な談

だん
話
わ
形
けい
成
せい
のための基

き
礎
そ

（より複
ふく
雑
ざつ
なスピーチの構

こう
成
せい
を学

まな
ぶ）

話
わ
題
だい
による課

か
立
だ
て

課
か
立
だ
て

談
だん
話
わ
展
てん
開
かい
のパターンによる課

か
立
だ
て

モジュール式
しき

モジュール式
しき

1. まつり　

2. 地
ち
理
り
、民

みん
族
ぞく
、宗

しゅう
教
きょう
　　

3. 私
わたし
の仕

し
事
ごと
　　　4. 観

かん
光
こう

5. 歴
れき
史
し
　　　　　6. 私

わたし
の国

くに
と日

に
本
ほん
の関

かん
係
けい

7. 結
けっ
婚
こん
　　　　　8. 産

さん
業
ぎょう
と貿

ぼう
易
えき

9. 経
けい
済
ざい
と人

ひと び々と
の生

せい
活
かつ

目
もく
次
じ

10. 対
たい
比
ひ
する「習

しゅう
慣
かん
の違

ちが
い」

11. 因
いん
果
が
関
かん
係
けい
1「教

きょう
育
いく
の問

もん
題
だい
」

12. 変
へん
化
か
を説

せつ
明
めい
する「日

に
本
ほん
（日

に
本
ほん
人
じん
）のイメージ」

13. 分
ぶん
析
せき
する「人

にん
間
げん
関
かん
係
けい
」

14. 因
いん
果
が
関
かん
係
けい
2「社

しゃ
会
かい
問
もん
題
だい
」

15. 出
で
来
き
事
ごと
を語

かた
る「いやな体

たい
験
けん
」
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＜本
ほん
書
しょ
を使

つか
った学

がく
習
しゅう
活
かつ
動
どう
の例

れい
＞

　以
い
下
か
のような流

なが
れで学

がく
習
しゅう
活
かつ
動
どう
を行

おこな
うことができます。

1  談
だん
話
わ
展
てん
開
かい
の把

は
握
あく

各
かく
課
か
の話

わ
題
だい
についてどんなことを話

はな
したいか、どんな順

じゅん
番
ばん
で話

はな
したいか、クラ

スで話
はな
し合

あ
います。

学
がく
生
せい
の意

い
見
けん
を聞

き
いた後

あと
で Flowchart でスピーチの構

こう
成
せい
や談

だん
話
わ
に関

かか
わる表

ひょう
現
げん
（「ま

ず＿＿＿の地
ち
理
り
や気

き
候
こう
についてお話

はな
ししましょう」etc.）を確

かく
認
にん
してください。

2  話
わ
題
だい
についてのQ&A

Questionsの質
しつ
問
もん
に答

こた
えます（質

しつ
問
もん
はFlowchartの流

なが
れに

沿
そ
っています）。Useful expressionsやReference vocabu-

laryの語
ご
彙
い
や表

ひょう
現
げん
を参

さん
考
こう
にすれば簡

かん
単
たん
に答

こた
えることがで

きます。その際
さい
、クラスで意

い
見
けん
交
こう
換
かん
をさせて内

ない
容
よう
を深

ふか
め

ることが大
たい
切
せつ
です。

3  談
だん
話
わ
展
てん
開
かい
の確

かく
認
にん

Example speech を聞
き
いて、自

じ
分
ぶん
のスピーチのイメージ作

づく
りをします。

4  クラス外
がい
 個
こ
別
べつ
活
かつ
動
どう

授
じゅ
業
ぎょう
が終

お
わったら、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
はスピーチ原

げん
稿
こう
と視

し
覚
かく
資
し
料
りょう
を準

じゅん
備
び
します。

教
きょう
師
し
は学

がく
習
しゅう
者
しゃ
がつくってきたスピーチ原

げん
稿
こう
をチェックして、モデルテープを吹

ふ

き込
こ
みます。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
はモデルテープを聞

き
きながら発

はつ
音
おん
練
れん
習
しゅう
をします。

5  スピーチ発
はっ
表
ぴょう

毎
まい
回
かい
数
すう
人
にん
の発

はっ
表
ぴょう
者
しゃ
がスピーチをします（ビデオに撮

さつ
影
えい
するとフィードバックする時

とき
に役

やく
立
だ
ちます）。

発
はっ
表
ぴょう
が終

お
わったら、内

ない
容
よう
について質

しつ
疑
ぎ
応
おう
答
とう
しましょう。

※日
に
本
ほん
人
じん
のゲストを迎

むか
えて発

はっ
表
ぴょう
会
かい
を開

ひら
くと、学

がく
習
しゅう
活
かつ
動
どう
の成

せい
果
か
が試

ため
せます。

6  フィードバック

スピーチ発
はっ
表
ぴょう
についてよかった点

てん
や悪

わる
かった点

てん
を話

はな
し合

あ
いましょう。下

した
のような評

ひょう
価
か
シートを作

つく
っておくと便

べん
利
り
です。

　初
しょ
級
きゅう
レベルであっても話

はな
す内

ない
容
よう
を重

じゅう
視
し
すること、話

はな
す内

ない
容
よう
が短

みじか
くても話

わ
題
だい
として完

かん
結
けつ
させることで得

え
られる達

たっ
成
せい
感
かん
は、学

がく
習
しゅう
意
い
欲
よく

の向
こう
上
じょう
に結
むす
びつくのではないでしょうか。お使

つか
いになってのご感

かん
想
そう
やご意

い
見
けん
をぜひお聞

き
かせください。

本
ほん
教
きょう
材
ざい
、コースデザイン、クラス活

かつ
動
どう
に関

かん
するお問

と
い合

あ
わせやご相

そう
談
だん
があれば、jpf-kansai@jpf.go.jpまでお寄

よ
せください。

評
ひょう
価
か
項
こう
目
もく

◎／○／× コメント

内
ない
容
よう

スピーチの構
こう
成
せい

スピーチの内
ない
容
よう

正
せい
確
かく
さ（文

ぶん
法
ぽう
、語

ご
彙
い
）

視
し
覚
かく
資
し
料
りょう

発
はっ
表
ぴょう

発
はつ
音
おん
（声

こえ
の大

おお
きさ、スピード、ポーズ）

発
はっ
表
ぴょう
態
たい
度
ど
（身

み
振
ぶ
り、アイコンタクト）

視
し
覚
かく
資
し
料
りょう
の見

み
せ方
かた

スピーチ後
ご
の質

しつ
疑
ぎ
応
おう
答
とう
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1. 非
ひ
過
か
去
こ
の「Ｖと～」

　今
こん
回
かい
の複

ふく
文
ぶん
は「Ｖと～」の文

ぶん
です。

　みなさんの初
しょ
級
きゅう
教
きょう
科
か
書
しょ
では、「Ｖと～」の複

ふく
文
ぶん
を導

どう
入
にゅう

するとき ､どんな使
つか
い方

かた
を紹

しょう
介
かい
していますか。この複

ふく
文
ぶん

は、道
みち
案
あん
内
ない
や、機

き
械
かい
の使

つか
い方

かた
の説

せつ
明
めい
、天

てん
気
き
や季

き
節
せつ
のしく

みを表
あらわ
すときの表

ひょう
現
げん
で学

がく
習
しゅう
させることが多

おお
いようですね。

その際
さい
、ふつう、〈1〉～〈3〉の例

れい
文
ぶん
のような、非

ひ
過
か
去
こ

の文
ぶん
だけが扱

あつか
われます。

〈1〉 橋
はし
をわたると、公

こう
園
えん
があります。

〈2〉  お金
かね
を入

い
れて ､赤

あか
いボタンを押

お
すと、ジュースが

出
で
ます。

〈3〉 雨
あめ
が降

ふ
らないと、よいお米

こめ
ができません。

　非
ひ
過
か
去
こ
の「Ｖと～」は、条

じょう
件
けん
表
ひょう
現
げん
の中

なか
では ､「Ｖたら

～」、「Ｖば～」より早
はや
く勉

べん
強
きょう
する教

きょう
科
か
書
しょ
が多

おお
いようです

が ､意
い
味
み
が似

に
ているため、「たら」や「ば」の文

ぶん
を勉

べん
強
きょう

すると、混
こん
乱
らん
して間

ま
違
ちが
いが出

で
やすくなります。

　今
こん
回
かい
は、非

ひ
過
か
去
こ
の「Ｖと～」の文

ぶん
の作

つく
り方

かた
のルールを

整
せい
理
り
して、この表

ひょう
現
げん
が持

も
っている意

い
味
み
の特

とく
徴
ちょう
や、使

つか
いや

すい場
ば
面
めん
を考

かんが
えてみたいと思

おも
います。

　それではいつものように、この表
ひょう
現
げん
が使

つか
われている例

れい

を読
よ
んでください。次

つぎ
の文

ぶん
章
しょう
は、チェスによく似

に
た日

に
本
ほん

の「将
しょう
棋
ぎ
」のプロが書

か
いた文

ぶん
章
しょう
から引

いん
用
よう
しました。この

人
ひと
は、将

しょう
棋
ぎ
以
い
外
がい
に、文

ぶん
章
しょう
を書

か
く仕

し
事
ごと
もよくします。引

いん
用
よう

した部
ぶ
分
ぶん
には、その仕

し
事
ごと
のようすが書

か
かれています。

　「将
しょう
棋
ぎ
指
さ
し」である筆

ひっ
者
しゃ
は、文

ぶん
章
しょう
を書

か
くときにパソコ

ンを使
つか
わないことについて、いつも同

おな
じ理

り
由
ゆう
をあげてい

ます。パソコンを長
ちょう
時
じ
間
かん
使
つか
って目

め
が疲

つか
れることを、法

ほう
則
そく

のように決
き
まっている原

げん
因
いん
と結

けっ
果
か
と筆

ひっ
者
しゃ
はとらえていて、

目
め
が疲

つか
れないように、いつも手

て
書
が
きで書

か
いているといっ

ています。

　この、法
ほう
則
そく
のように決

き
まっている原

げん
因
いん
と結

けっ
果
か
という点

てん

に注
ちゅう
意
い
して、例

れい
文
ぶん
の〈1〉～〈3〉をもう一

いち
度
ど
見
み
てください。

　　

　たとえば、〈1〉の道
みち
案
あん
内
ない
では、だれが、いつ、その

橋
はし
をわたっても必

かなら
ず公

こう
園
えん
があります。〈2〉の説

せつ
明
めい
も同

おな
じ

です。赤
あか
いボタンをだれが押

お
すか、いつ押

お
すかによって

「ジュースが出
で
る」という結

けっ
果
か
が変

か
わることはありません。

　しかし、ルールや習
しゅう
慣
かん
ではなく、これからどんな行

こう
動
どう

をするかという話
はな
し手

て
の意

い
志
し
を表

あらわ
す文

ぶん
では「Ｖと～」は

使
つか
えません。〈4〉と〈4’〉を比

くら
べてみましょう。

学
がく
習
しゅう
段
だん
階
かい
：初

しょ
級
きゅう
後
こう
半
はん

キーワード：複
ふく
文
ぶん
・非

ひ
過
か
去
こ
・意

い
志
し
性
せい
・モダリティ

第
だい
９回

かい
　Vと～

Approachable Japanese Grammar
Beginning and Intermediate

いまだに……いまでも、まだ

コクヨ……文
ぶん
房
ぼう
具
ぐ
の会

かい
社
しゃ
の名

な
前
まえ

コツコツと……少
すこ
しずつだが、着

ちゃく
実
じつ
に

将
しょう
棋
ぎ
指
さ
し……将

しょう
棋
ぎ
を指

さ
す人
ひと
、将

しょう
棋
ぎ
player 、

　　　　　　ここでは将
しょう
棋
ぎ
を仕

し
事
ごと
にしている人

ひと

目
め
が命

いのち
……目

め
が（命

いのち
と同

おな
じように）一

いち
番
ばん
大
たい
切
せつ
だ

先
せん
崎
ざき
学
まなぶ
『まわり将

しょう
棋
ぎ
は技

ぎ
術
じゅつ
だ』（文

ぶん
藝
げい
春
しゅん
秋
じゅう
）ｐ .179 　l.10 ～ 13

（下
か
線
せん
は荒

あら
川
かわ
・木

き
山
やま
による）

私
わたし
はいまだに手

て
書
が
きで、コクヨの原

げん
稿
こう
用
よう
紙
し
にコツコツ

と書
か
いている。…（中

ちゅう
略
りゃく
）…。いつも「将

しょう
棋
ぎ
指
さ
しは目

め

が命
いのち
。パソコンを長

ちょう
時
じ
間
かん
見
み
ていると疲

つか
れるので、手

て
書
が

きで書
か
くんだ」といっている。

　　ぶん　　　　　　ぽう
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　次
つぎ
に、文

ぶん
末
まつ
の表

ひょう
現
げん
に注

ちゅう
意
い
してみましょう。非

ひ
過
か
去
こ
の「Ｖ

と～」の文
ぶん
では文

ぶん
の終

お
わり方

かた
にルールがあります。〈12〉

～〈15〉を見
み
てください。

〈12〉 本
ほん
を読

よ
むと、返

かえ
してください。（??）

〈13〉 お酒
さけ
を飲

の
むと、運

うん
転
てん
してはいけません。（??）

〈14〉 明
あした
日晴

は
れると、テニスをしましょう。（??）

〈15〉 明
あした
日晴

は
れると、洗

せん
濯
たく
します。（??）

　聞
き
き手

て
が動

どう
作
さ
をするかしないかに影

えい
響
きょう
を与

あた
えるような

言
い
い方

かた
〈12〉〈13〉、話

はな
し手

て
と聞

き
き手

て
がいっしょに同

おな
じ動

どう

作
さ
をするように誘

さそ
う言

い
い方

かた
〈14〉、話

はな
し手

て
自
じ
身
しん
がこれか

ら意
い
志
し
的
てき
動
どう
作
さ
をすることを表

あらわ
す言

い
い方

かた
〈15〉では、非

ひ
過
か

去
こ
の「Ｖと～」の文

ぶん
が使

つか
えません。〈12〉から〈15〉の

例
れい
はすべて、「Ｖたら～」の文

ぶん
に変

か
えると、正

ただ
しい文

ぶん
に

なります。

　話
はな
し手

て
が聞

き
き手

て
の意

い
志
し
に働

はたら
きかけたり、自

じ
分
ぶん
の意

い
志
し
を

表
あらわ
したいときは、非

ひ
過
か
去
こ
の「Ｖと～」の文

ぶん
を作

つく
ることは

できませんが、「Ｖたら～」の文
ぶん
にはこのような制

せい
限
げん
は

ありません。

クイズ

　文
ぶん
法
ぽう
的
てき
に正

ただ
しい文

ぶん
はどれですか。

 

（1） 今
こん
度
ど
長
なが
い休

やす
みがとれると、沖

おき
縄
なわ
か北

ほっ
海
かい
道
どう
に行

い
きま

しょう。

（2）頭
あたま
が痛

いた
いときは、この薬

くすり
を飲

の
むと、なおります。

（3）国
くに
に帰

かえ
ると、手

て
紙
がみ
をください。

（4） 今
こん
晩
ばん
友
とも
だちが遊

あそ
びに来

く
ると、勉

べん
強
きょう
ができなくなります。

（5） お祭
まつ
りの季

き
節
せつ
になると、大

おお
勢
ぜい
の人

ひと
が田

いなか
舎に帰

かえ
ってき

ます。

（6） 海
うみ
で泳

およ
ぐと、いつも水

みず
着
ぎ
（swimming suit）を着

き
ます。

（7） 子
こ
どものころの写

しゃ
真
しん
を見

み
ると、いつも友

とも
だちのこと

を思
おも
い出

だ
します。

〈4〉 毎
まい
朝
あさ
、会

かい
社
しゃ
へ行

い
くと、Ｅメールを送

おく
ります。

〈4’〉  明
あした
日、会

かい
社
しゃ
へ行

い
くと、Ｅメールを送

おく
ります。（??）

　文
ぶん
末
まつ
は、同

おな
じ「送

おく
ります」ということばですが、〈4〉

のように「毎
まい
朝
あさ
」ということばといっしょに使

つか
うと、

習
しゅう
慣
かん
を表

あらわ
します。〈4’〉のように「明

あした
日」といっしょに

使
つか
うと、話

はな
し手

て
の意

い
志
し
を表

あらわ
すので使

つか
えません。この意

い

志
し
性
せい
については、第

だい
7 回
かい
の「VためにV／VようにV」、

第
だい
8 回
かい
の「Ｖたら～」の説

せつ
明
めい
にも出

で
てきました。意

い
志
し

性
せい
は、複

ふく
文
ぶん
について勉

べん
強
きょう
するとき、大

たい
切
せつ
なキーワード

です。

2. 前
ぜん
件
けん
後
こう
件
けん
の関

かん
係
けい
と、文

ぶん
末
まつ
のモダリティ

　前
ぜん
件
けん
と後

こう
件
けん
の意

い
味
み
関
かん
係
けい
に注

ちゅう
意
い
して、以

い
下
か
の例

れい
文
ぶん
を読

よ

んでください。

〈5〉 風
かぜ
が吹

ふ
くと、木

こ
の葉

は
がゆれます。

〈6〉 運
うん
動
どう
をすると、おなかがすきます。

〈7〉  カップにお湯
ゆ
を入

い
れて 3分

ぷん
待
ま
つと、ラーメンがで

きます。

〈8〉  「■」のボタンを押
お
すと、テープがとまります。

（テープレコーダーやラジカセなどの説
せつ
明
めい
）

〈9〉  わたしは勉
べん
強
きょう
中
ちゅう
に眠

ねむ
くなると、いつもコーヒーを

飲
の
みます。

〈10〉 次
つぎ
の新

しん
幹
かん
線
せん
で帰

かえ
ると、東

とう
京
きょう
に 8時

じ
に着

つ
きます。

〈11〉  駅
えき
を出

で
ると、売

ばい
店
てん
があって、そのとなりにタクシー

乗
の
り場

ば
があります。

　これらの例
れい
文
ぶん
では、前

ぜん
件
けん
の出

で
来
き
事
ごと
、つまり、「風

かぜ
が吹

ふ
く」

ことや「運
うん
動
どう
をする」ことがきっかけとなって、後

こう
件
けん

が結
けっ
果
か
として成

せい
立
りつ
しています。後

こう
件
けん
は、前

ぜん
件
けん
の結

けっ
果
か
と

して自
し
然
ぜん
に起

お
きるとか必

かなら
ず起

お
きると考

かんが
えられているこ

とです。前
ぜん
件
けん
が成

せい
立
りつ
してから、後

こう
件
けん
が成

せい
立
りつ
するという

順
じゅん
番
ばん
になります。〈5〉～〈8〉のように一

いっ
般
ぱん
的
てき
にどこで

もだれにでも繰
く
り返

かえ
し起

お
きることもあれば、〈9〉～〈11〉

のように特
とく
定
てい
の人

ひと
やものや場

ば
所
しょ
に限

かぎ
っていえることも

あります。「1.」で「法
ほう
則
そく
のようにきまっている原

げん
因
いん
と

結
けっ
果
か
」と書

か
いているのは以

い
上
じょう
のような意

い
味
み
です。一

いっ
般
ぱん

的
てき
な法

ほう
則
そく
や習

しゅう
慣
かん
について話

はな
すとき、道

みち
案
あん
内
ない
や道

どう
具
ぐ
の使

つか

い方
かた
の説

せつ
明
めい
などによく使

つか
われる表

ひょう
現
げん
です。

文
ぶん
法
ぽう
をやさしく

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

クイズの答
こた
え：（2）（4）（5）（7）

「文
ぶん
法
ぽう
をやさしく」のコーナーは今

こん
回
かい
で終

お
わります。次

じ
号
ごう
からは新

あたら
しい文

ぶん
法
ぽう
のコーナーが始

はじ
まります。どうぞお楽

たの
しみに。

担
たん
当
とう
者
しゃ
：荒
あら
川
かわ
みどり（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し
）、木

き
山
やま
登
と
茂
も
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

西
にし
口
ぐち
光
こう
一
いち
『基

き
礎
そ
日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
教
きょう
本
ほん
』（2000）アルク p.189-191

蓮
はす
沼
ぬま
昭
あき
子
こ
ほか『日

に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
セルフマスターシリーズ 7.

　条
じょう
件
けん
表
ひょう
現
げん
』（2001）くろしお出

しゅっ
版
ぱん
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　今
こん
回
かい
はNHK（日

に
本
ほん
放
ほう
送
そう
協
きょう
会
かい
）総
そう
合
ごう
テレビで毎

まい
週
しゅう
放
ほう
送
そう
し

ている「NHK週
しゅう
刊
かん
こどもニュース」のWebサイトを紹

しょう

介
かい
します（図

ず
１）。

（http://www.nhk.or.jp/kdns/）

　この番
ばん
組
ぐみ
は、日

に
本
ほん
や世

せ
界
かい
で報

ほう
道
どう
された主

おも
なニュースを

一
いっ
週
しゅう
間
かん
まとめて、こども向

む
けに伝

つた
えているので、文

ぶん
章
しょう
と

内
ない
容
よう
は普

ふ
通
つう
のニュースと比

くら
べると、日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
にとっ

て分
わ
かりやすいものになっています。

　「世
よ
の中

なか
まとめて一

いっ
週
しゅう
間
かん
」をクリックすると、画

が
面
めん
の

下
した
のほうに年

とし
ごとのボタンが表

あらわ
れます。見

み
たい年

とし
のボタ

ンをクリックすると、その年
とし
に「週

しゅう
刊
かん
こどもニュース」

で放
ほう
送
そう
されたニュースが各

かく
週
しゅう
５
いつ
つずつ、タイトルと１～

２行
ぎょう
程
てい
度
ど
の文

ぶん
で紹

しょう
介
かい
されています（図

ず
２）。難

むずか
しい文

ぶん
型
けい
や

文
も
字
じ
を使

つか
っていないので、初

しょ
・中

ちゅう
級
きゅう
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
でも

読
よ
めるでしょう。

　これらのニュースを授
じゅ
業
ぎょう
で扱

あつか
う場

ば
合
あい
は、教

きょう
師
し
が扱

あつか
いた

い内
ない
容
よう
をコピー＆ペーストでWordに貼

は
り付

つ
け、プリン

トアウトして配
はい
布
ふ
し、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に読

よ
ませてからその内

ない
容
よう
や

表
ひょう
現
げん
を確

かく
認
にん
することができます。ただし、それぞれのニ

ュースは要
よう
点
てん
しかまとめられていませんので、内

ない
容
よう
によ

っては分
わ
かりにくいものもあります。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく

が中
ちゅう
級
きゅう
以
い
上
じょう
でWebサイトを見

み
られる環

かん
境
きょう
にいる場

ば
合
あい
、

関
かん
連
れん
したニュースをこのコーナーの第

だい
８回

かい
で紹

しょう
介
かい
した最

さい

新
しん
ニュースのサイトで調

しら
べる課

か
題
だい
を出

だ
し、５Ｗ１Ｈなど、

より具
ぐ
体
たい
的
てき
なニュース内

ない
容
よう
や感

かん
想
そう
について話

はなし
ができると

よいでしょう。

　ニュース・サイトのURLはこのページで紹
しょう
介
かい
した「授

じゅ

業
ぎょう
に役

やく
立
だ
つホームページ」のリンク集

しゅう
（http://urawa.pro. 

tok2.com/tsushin/）を見
み
てください。

　また、「NHK週
しゅう
刊
かん
こどもニュース」にはニュースで分

わ

かりにくいことや普
ふ
段
だん
日
に
本
ほん
人
じん
が知

し
っているつもりで知

し
ら

ないことなどについて解
かい
説
せつ
するコーナー「今

こん
週
しゅう
のわから

ん」もあります。たとえば、いま日
に
本
ほん
で話

わ
題
だい
になってい

る年
ねん
金
きん
問
もん
題
だい
や拉

ら
致
ち
問
もん
題
だい
なども取

と
り上

あ
げて、分

わ
かりやすい

文
ぶん
章
しょう
で解

かい
説
せつ
・整

せい
理
り
しています。中

ちゅう
級
きゅう
以
い
上
じょう
のクラスの読

どっ
解
かい

教
きょう
材
ざい
としても使

つか
えるのではないでしょうか。

　このほかに、小
しょう
・中

ちゅう
学
がく
生
せい
向
む
けのニュース・サイトを以

い
下
か

に紹
しょう
介
かい
しますので、併

あわ
せて使

つか
ってみてください。

◎ 毎
まい
日
にち
小
しょう
学
がく
生
せい
新
しん
聞
ぶん

　 ニュースのことばなど、記
き
事
じ
はすべてルビつきです。

http://www.mainichi-msn.co.jp/shakai/edu/maishou/

◎こどもアサヒ　http://www.asagaku.com/

図
ず
１「NHK週

しゅう
刊
かん
こどもニュース」トップページ

じゅ ぎょう やく だ NHK週
しゅう
間
かん
こどもニュース

第
だい
9 回

かい

NHK Weekly Kid's News
Useful Web Sites for Teachers

図
ず
２「世

よ
の中
なか
まとめて一

いっ
週
しゅう
間
かん
」のニュース

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：王
おう
　崇
すう
梁
りょう
、根

ね
津
つ
　誠

まこと
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

http://www.nhk.or.jp/kdns/
http://urawa.pro.tok2.com/tsushin/
http://urawa.pro.tok2.com/tsushin/
http://www.mainichi-msn.co.jp/shakai/edu/maishou/
http://www.asagaku.com/



